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すなわち，第二の死である（foneu'sin to± mevro" aujtw'n ejn th/' livmnh/ th/'
kaiomevnh/ puri; kai; qeivw/, o{ ejstin oJ qavnato" oJ deuvtero".）」と言われて























































































































































































































































































































（50頁），W. H. Gispen, Bible Student’s Commentary — Exodus (Grand Rapids, MI:
Regenct, 1982)は，「僅かな小さな違いを除けば，万人に有効な十戒は道徳法を要約し
ており，それゆえ，それは創造の時に与えられたものである」と言う（187頁）。
ないで人を非難するようなことを指し，逆に，正当な裁判をすることが
求められているものであり(48)，一般人は一般人として，基督者は基督者
として裁判に参加し，意見を表明し，評決に参加すれば良いのであるか
ら，何ら問題とならない(49)。
むしろ，基督者こそ，積極的に，裁判員として，日本の刑事裁判に参
加し，メディアを含め日本社会で広く行われている不当な「さばき」に
対して，真の意味で，「さばいてはならない」という主の言葉を伝え，浸
透させ，受肉化させることが求められているとも言えよう。
先に確認したように，弱者や罪のない者に対する援護を断ることは
「殺してはならない」に抵触することであり，暴力に対する正当防衛の放
棄にも繋がることでもある。
思うに，「殺してはならない」とは，神に創造された人間を神に創造さ
れた人間として扱うことを意味しており，国家，社会，組織を中心とし，
無条件で上に従うことが強く求められ，個人の人格が無視されがちで，
個人の意思が否定されがちな日本社会においては，社会構造の変革と社
会の適正化，公正化に繋がる，重要な使信である。
行政機関における情報公開・説明責任，公益団体や企業・大学・教会
における情報開示・説明責任は，「殺してはならない」の具現化として捉
えることができるものであり，嘘とごまかしで体面を繕い，陰で組織を
牛耳り，闇で人事を行なう，言わば「神を知らない」日本社会に対して，
神の秩序を齎すものともなる。
「殺してはならない」は，日本社会では，刑法典や特別刑法上の犯罪の
場合のほか，憲法上の基本的人権，労働基準法や労働組合法の適用，社
会保障や人権に関するさまざまな法律の適用，教育上および家庭上の諸
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（48) 拙稿「『さばき』の神学」『基督神学』19号（東京基督神学校，2007年）29頁以下参照。
（49) 拙稿「裁判員制度のポイントと報道」『宣伝会議』2008年４月15日号，「実施を直前
に控えた裁判員制度とマスコミの対応」『宣伝会議』2009年２月15日号・３月15日号
参照。
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問題，地域社会における諸行事，スポーツ，娯楽，趣味などの諸問題，
家事や育児の問題，医療・薬事や理容美容などの問題，飲食の問題など，
ありとあらゆる場面に適用可能な原理であろう。
結び
戦後60年の日本社会は，小中学校・高校から始まり，幼稚園・保育園，
新聞・雑誌，テレビ，地域社会，会社，官公庁，家庭，子ども会・青年
団・婦人会など，あらゆるメディアを通じて，無神論・無宗教・反宗
教・進化論教育を徹底してきた。しかも，それが二代，三代と重なり，
今や四代目・五代目に入っている。
その結果，日本人の大多数が「神」（真の神のみならず，「神」と呼ば
れるもの，「神」に類したものまで含めて）を，単に，脳裏において意識
的に排除し，否定するという次元ではなく，有意識・無意識の全領域に
おいて，体全体において，完全に神をなくしている(50)。
このようにして，日本社会は，完全に「神殺し」を実行したわけであ
る。日本社会は人権意識が希薄であると言われ，権利の感覚がにぶいと
言われているが，基本的に「人殺し」の社会である。「神殺し」社会に
「人殺し」は問題とならないのも当然である。
「なぜ人を殺してはならないのか？」の答えは，人間中心に考えていた
のでは出てこないのも当然である。人間が神の被造物であって神に依存
『キリストと世界』第20号　　櫻　井　圀　郎
（50) ある中国人留学生に聞いたことであるが，かつて，共産主義国家として，徹底した
宗教排撃を行ってきた中国で育って，今，基督者として，理屈の上では，頭の中では，
「神」ということを理解しているつもりであるが，正直に言うと，体の深い所では，
「神」が分からないということであった。筆者は，現代日本人の基督者の中にも，同様
の現象が起きてきるのではないかと考えている。言わば，無神論・進化論の土台の上
に立てられた基督教信仰のようなものである。もちろん，社会の責任であって，本人
の責任ではないので，本人の問題に帰することなく，教会が適切な対処をしていかな
ければならない問題である。
する存在であるながら，自由意思を有する人格として創造されたもので
あることを認識することになしには，その答えは不可能であり，解決の
基礎がそこある。
それゆえ，ここまで堕落してしまった日本社会であるが，その「日本
再生！」は，基督教によってのみ可能であり，その第一歩は「殺しては
ならない」にあると言えよう。
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